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経
過
に
対
す
る

発
言

第
38
回
定
期
大
会

代
議
員
発
言
集

本
間
代
議
員

（
東
京
・
八
王
子
）

職
場
で
あ
る
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
・
武

蔵
増
戸
駅
で
は
列
車
は
30
分
に

１
本
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
設
備

故
障
な
ど
で
運
休
が
多
発
し
て

い
て
、
乗
務
員
の
体
調
不
良
も

増
加
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
今
後
鉄
道
事

業
を
本
気
で
取
り
組
む
気
が
あ

る
の
か
。
不
動
産
事
業
や
金
融

事
業
へ
の
シ
フ
ト
で
安
全
・
安

定
輸
送
が
な
い
が
し
ろ
に
。

「
つ
い
で
に
鉄
道
業
務
」
と
思

う
く
ら
い
の
現
状
で
、
本
気
で

取
り
組
む
気
が
無
い
の
で
あ
れ

国
労
東
日
本
本
部
は
、
８
月
24
日
に
第
38
回
定
期
大

会
を
東
京
・
新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
号
は
、
前
号
に
続
き
大
会
特
集
号
【
そ
の
２
】
と

し
て
経
過
に
対
す
る
質
疑
、
方
針
に
対
す
る
討
論
、
書

記
長
集
約
の
要
旨
を
掲
載
し
ま
す
。

ば
、
つ
い
で
に
鉄
道
業
を
す
る

の
で
私
の
駅
を
喫
茶
店
に
し
て

ほ
し
い
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
し
っ

か
り
鉄
道
事
業
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
と
思
う
。

私
の
職
場
で
も
年
休
が
入
ら

な
い
、
休
日
出
勤
が
増
加
し
て

い
る
状
況
。
ど
う
採
用
活
動
を

や
っ
て
い
く
の
か
。
一
時
金
交

渉
の
際
に
「
世
間
の
動
向
を
伺

い
な
が
ら
決
定
す
る
」
と
い
う

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
会
社
の
発
言
も
あ
っ

た
。
他
の
企
業
を
出
し
抜
く
よ

う
な
賃
金
・
福
利
厚
生
を
打
ち

出
し
て
い
か
な
い
と
人
が
集
ま

ら
な
い
。
そ
の
点
を
会
社
側
に

強
く
訴
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

各
グ
ル
ー
プ
会
社
は
賃
金
が
低

か
っ
た
り
、
定
期
昇
給
が
抑
え

ら
れ
て
い
た
り
す
る
。
先
が
見

え
な
い
よ
う
な
会
社
に
な
っ
て

い
る
。
賃
金
も
就
業
規
則
も
改

善
し
て
い
く
よ
う
に
訴
え
て
ほ

し
い
。

藤
井
代
議
員(

新
潟)

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
。
２
０
２

２
年
８
月
の
豪
雨
で
米
坂
線
に

甚
大
な
被
害
が
出
た
。
そ
の
後

全
く
復
旧
が
進
ま
ず
、
坂
町
～

今
泉
間
で
バ
ス
代
行
が
続
く
。

村
上
市
で
昨
年
「
米
坂
線
早

期
復
旧
と
地
域
活
性
化
を
考
え

る
会
」
が
発
足
。
今
年
４
月
に

新
潟
県
知
事
と
Ｊ
Ｒ
新
潟
支
社

長
へ
早
期
復
旧
を
要
請
し
、
署

名
を
提
出
し
た
。
新
潟
支
社
は

「
新
潟
県
、
山
形
県
と
復
旧
に

向
け
た
話
し
合
い
を
し
て
い
る
。

復
旧
に
86
億
円
。
工
期
５
年
を

見
込
む
。
今
後
も
鉄
道
と
し
て

運
営
で
き
る
の
か
、
現
在
は
判

断
で
き
な
い
」
と
回
答
。
そ
の

後
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
Ｊ
Ｒ

東
日
本
は
４
案
を
提
示
。
①
Ｊ

Ｒ
直
営
②
上
下
分
離
方
式
③
第

三
セ
ク
タ
ー
④
バ
ス
転
換
、
と

あ
り
、
直
営
は
難
し
い
と
示
し

た
。
考
え
る
会
で
は
、
①
署
名

と
会
員
拡
大
の
取
り
組
み
②
復

旧
し
た
只
見
線
沿
線
と
の
交
流

な
ど
を
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

新
潟
地
本
も
、
考
え
る
会
の

方
々
、
新
潟
県
労
連
、
建
交
労
、

小
国
町
の
団
体
と
連
携
し
て
早

期
復
旧
に
頑
張
っ
て
い
く
。
ロ
ー

カ
ル
線
問
題
に
取
り
組
む
団
体

と
の
相
互
交
流
を
東
日
本
本
部

に
要
請
す
る
。

佐
藤
代
議
員

（
東
京
・
東
京
支
部
）

代
表
者
選
挙
に
つ
い
て
。
Ｊ

Ｅ
Ｓ
Ｓ
新
宿
管
区
で
私
が
立
候

運
動
方
針(

案)

に

対
す
る
討
論

小
泉
代
議
員
（
水
戸
）

駅
・
乗
務
員
区
が
全
て
統
括

セ
ン
タ
ー
化
。
箇
所
体
制
は
要

員
数
で
は
な
く
出
面
数
に
な
り
、

出
張
・
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
必
要

要
員
が
見
え
な
い
。
駅
も
乗
務

員
区
も
勤
務
調
整
に
苦
労
。
職

場
の
声
を
集
め
て
、
要
求
に
結

び
付
け
て
い
く
。

組
織
再
編
問
題
。
水
戸
地
本

で
は
設
備
・
運
輸
の
職
能
別
に

２
分
会
を
立
ち
上
げ
て
将
来
に

向
け
柔
軟
に
対
応
。
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ

Ｇ
は
一
人
ひ
と
り
に
２
度
目
の

郵
送
で
登
録
に
努
め
て
い
る
。

設
備
分
会
は
機
関
誌
を
発
行
。

組
合
員
の
声
を
収
集
し
広
げ
る
。

組
合
員
の
多
く
が
出
向
の
た
め

開
催
し
た
出
向
者
交
流
会
で
は

年
休
申
請
が
し
づ
ら
い
環
境
の

報
告
。
問
題
の
共
有
化
を
図
る
。

過
半
数
代
表
者
選
挙
。
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
職
場
で
プ
ロ
パ
ー
社
員
を

国
労
が
後
押
し
。
労
働
条
件
改

善
に
向
け
た
対
話
行
動
を
行
い
、

安
全
衛
生
委
員
の
選
出
を
受
け

る
。
プ
ロ
パ
ー
社
員
と
の
信
頼

関
係
が
作
ら
れ
て
き
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
ロ
ー
カ
ル
線
問
題

に
つ
い
て
発
言
。

補
し
た
。
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、

仲
間
と
一
緒
に
職
場
回
り
。
新

宿
駅
プ
ロ
パ
ー
社
員
に
チ
ラ
シ

を
渡
す
。
翌
日
も
同
じ
よ
う
に

渡
そ
う
と
し
た
ら
「
勤
務
中
な

の
で
受
け
取
れ
ま
せ
ん
」
と
態

度
が
変
わ
る
。
あ
る
駅
で
は
、

投
票
の
際
に
管
理
者
が
見
て
い

て
会
社
側
候
補
へ
の
投
票
を
誘

導
。
し
か
し
こ
の
社
員
は
「
佐

藤
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
の
で
佐
藤
さ
ん
に
投
票
し
ま

す
」
と
言
っ
て
投
票
し
て
く
れ

た
と
の
こ
と
。
彼
に
「
あ
ま
り

無
理
す
る
な
よ
」
と
話
し
た
が
、

自
分
の
中
に
も
不
利
益
扱
い
さ

れ
る
こ
と
へ
の
た
め
ら
い
と
弱

さ
が
あ
る
。

自
分
が
受
け
た
第
三
者
加
害

に
つ
い
て
。
ホ
ー
ム
で
寝
て
い

た
酔
客
を
駅
務
長
と
二
人
で
車

い
す
に
乗
せ
よ
う
と
し
た
ら
暴

れ
、
腕
と
肩
を
負
傷
し
、
蹴
り

を
入
れ
ら
れ
る
。
警
察
署
で
事

情
聴
取
、
被
害
届
を
提
出
し
た
。

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
で
は
被
害
届
を
出
し

て
終
わ
り
。
Ｊ
Ｒ
本
体
だ
と
訴

え
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ
て
く
れ

る
が
、
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
だ
と
社
員
を

守
る
体
制
が
無
い
。
「
社
パ
ス
」

や
「
社
宅
」
が
無
い
こ
と
も
含

め
、
下
請
け
会
社
の
待
遇
の
悪

さ
を
実
感
。
こ
う
し
た
部
分
へ

の
改
善
の
取
り
組
み
か
ら
国
労

加
入
へ
結
び
つ
け
る
。
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昆
野
代
議
員
（
仙
台
）

み
ど
り
の
窓
口
廃
止
問
題
で

は
苦
情
が
多
く
、
会
社
は
施
策

見
直
し
を
発
表
。
宮
城
県
支
部

は
廃
止
反
対
街
宣
行
動
、
チ
ラ

シ
配
布
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
が
き

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

「
夏
季
の
窓
口
増
設
」
も
、
仙

台
駅
で
は
若
手
退
職
で
の
要
員

不
足
で
実
施
で
き
ず
。

７
月
に
南
仙
台
駅
で
白
杖
の

お
客
様
が
線
路
に
転
落
。
駅
係

員
は
他
の
清
掃
中
で
気
づ
か
ず
。

そ
の
社
員
一
人
に
対
し
８
名
で

事
情
聴
取
。
駅
体
制
が
２
名
か

ら
１
名
に
減
ら
さ
れ
な
け
れ
ば

防
げ
た
事
象
だ
っ
た
は
ず
。

65
歳
以
上
の
雇
用
継
続
問
題
。

３
名
が
雇
用
継
続
拒
否
で
裁
判

中
。
Ｌ
ｉ
Ｖ
ｉ
Ｔ
で
は
72
歳
の

方
や
私
金
補
填
や
苦
情
を
何
回

も
上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
方
が
採

用
さ
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
組

合
役
員
を
狙
っ
た
組
合
差
別
。

エ
リ
ア
本
部
に
、
組
合
の
最
大

の
任
務
は
雇
用
を
守
る
こ
と
、

と
い
う
認
識
で
の
支
援
を
要
請

す
る
。

平
林
代
議
員
（
長
野
）

松
本
運
輸
区
分
会
は
７
名
で

全
員
が
エ
ル
ダ
ー
出
向
。
私
の

出
向
先
・
長
野
鉄
道
サ
ー
ビ
ス

は
上
回
り
検
修
、
仕
業
検
査
、

構
内
入
換
運
転
の
３
業
務
。
と

に
か
く
低
賃
金
。
年
間
休
日
も

４
日
少
な
く
、
制
服
の
貸
与
も

全
く
足
り
な
い
。
直
接
交
渉
で

き
る
場
が
な
い
た
め
、
訓
練
会

の
場
で
現
場
長
に
意
見
・
提
案

を
し
て
い
る
。
国
労
の
存
在
感

を
示
し
て
い
く
の
が
大
切
。

中
南
信
支
部
で
は
花
見
・
ボ
ー

リ
ン
グ
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
開

催
。
無
所
属
・
他
労
組
社
員
に

声
を
か
け
、
職
場
状
況
を
聞
い

て
い
る
。
乗
務
員
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
遠
距
離
配
転
や

駅
の
輸
送
職
・
営
業
職
へ
の
異

動
、
企
画
業
務
の
押
し
付
け
な

ど
不
満
の
声
。
労
働
組
合
の
大

同
団
結
も
視
野
に
、
組
合
の
必

要
性
を
訴
え
る
こ
と
が
大
切
。

貨
物
で
は
、
長
い
拘
束
時
間

の
中
で
機
関
車
が
流
転
し
た
。

過
酷
な
勤
務
が
引
き
起
こ
し
た

事
象
で
あ
る
。
休
養
の
取
れ
る

行
路
設
定
を
要
求
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

松
浦
代
議
員

（
東
京
・
神
奈
川
）

Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
北
鎌
倉
駅
の
勤
務

で
、
私
以
外
は
全
員
60
歳
以
上

の
職
場
。
来
年
退
職
す
る
方
が

３
名
い
て
補
充
が
不
安
。

今
年
の
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
夏
季
手

当
交
渉
に
参
加
し
た
。
基
本
給

＋
家
族
手
当
も
含
め
て
の
計
算

を
要
求
し
た
が
実
現
で
き
ず
。

今
後
も
要
求
を
続
け
る
。
昇
進

試
験
受
験
時
の
交
通
費
全
額
支

給
も
要
求
。
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
本
社
は

「
試
験
は
本
人
の
自
由
な
の
で
、

全
額
の
支
給
は
行
わ
な
い
」
と

回
答
。
受
験
時
に
実
費
を
支
払

う
状
態
の
改
善
と
、
武
蔵
浦
和

だ
け
で
は
な
く
各
支
店
ご
と
の

会
場
設
定
も
要
求
し
た
。

ま
た
、
３
等
級
～
４
等
級
は

主
任
職
試
験
、
そ
の
先
は
リ
ー

ダ
ー
職
試
験
だ
が
、
１
等
級
～

２
等
級
、
２
等
級
～
３
等
級
は

人
事
考
課
で
の
昇
格
で
あ
り
、

現
場
管
理
者
の
基
準
で
の
評
価

の
た
め
不
透
明
な
部
分
が
あ
る
。

公
平
・
公
正
な
評
価
で
な
い
点

に
つ
い
て
も
訴
え
て
き
た
。

松
本
代
議
員（

東
京
・
大
宮
）

貨
物
の
新
人
事
賃
金
制
度
が

導
入
さ
れ
て
大
分
経
つ
が
、
賃

金
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が

ら
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

制
度
導
入
前
よ
り
明
ら
か
に
昇

級
試
験
の
合
格
率
が
下
が
っ
て

い
て
、
若
手
中
心
に
「
受
け
て

も
無
駄
」
と
の
声
が
出
て
い
る
。

夏
季
手
当
も
低
額
回
答
で
、
社

員
の
怒
り
や
不
満
も
増
す
ば
か

り
。
国
労
の
実
績
を
誇
り
に
賃

金
・
手
当
な
ど
労
働
条
件
改
善

を
勝
ち
取
っ
て
い
こ
う
。

青
年
部
で
は
も
っ
と
勉
強
会

や
平
和
学
習
会
を
開
催
す
る
べ

き
。
ま
た
、
国
労
で
は
こ
ん
な

こ
と
を
勉
強
し
て
い
る
の
か
と
、

未
加
入
者
や
他
労
組
に
も
関
心

を
持
た
せ
、
知
識
を
付
け
、
そ

こ
か
ら
繋
が
り
に
結
び
付
け
て

仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。

少
な
い
人
数
で
組
織
を
引
き

継
ぐ
こ
と
の
大
変
さ
に
、
若
い

組
合
員
は
不
安
を
覚
え
て
い
る
。

財
政
や
組
織
運
営
に
つ
い
て
の

教
育
・
学
習
も
行
っ
て
ほ
し
い
。

若
手
と
活
動
し
や
す
い
環
境
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

私
の
職
場
で
は
24
春
闘
の
労

働
条
件
改
善
署
名
に
ほ
と
ん
ど

の
人
が
協
力
し
て
く
れ
た
。
要

求
の
多
数
派
か
ら
組
織
の
多
数

派
へ
、
加
入
し
て
よ
か
っ
た
と

胸
を
張
れ
る
組
合
を
目
指
す
。

山
口
代
議
員
（
仙
台
）

仙
総
支
部
で
は
24
春
闘
で
未

加
入
者
を
含
め
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
若
手
か
ら
出
さ
れ
た
労

働
環
境
問
題
を
、
労
安
委
員
会

を
活
用
し
、
徐
々
に
改
善
。
支

部
春
闘
学
習
会
を
開
催
し
、
情

勢
報
告
と
問
題
提
起
を
行
っ
た
。

１
月
に
業
務
の
一
部
委
託
提

案
が
あ
っ
た
。
丸
投
げ
せ
ず
技

術
継
承
を
求
め
る
国
労
の
主
張

を
会
社
も
無
視
で
き
ず
、
経
験

者
の
エ
ル
ダ
ー
が
配
置
さ
れ
た
。

過
半
数
代
表
選
で
は
東
労
組

候
補
に
投
票
で
意
思
統
一
し
、

国
労
と
し
て
は
労
安
委
員
を
選

出
。
グ
ル
ー
プ
会
社
全
体
の
職

場
環
境
改
善
に
む
け
、
し
っ
か

り
会
社
へ
問
題
提
起
し
て
い
る
。

７
月
に
28
歳
の
青
年
が
加
入
。

３
年
前
仙
台
か
ら
盛
岡
に
転
勤

と
な
り
、
仕
事
で
悩
み
長
期
療

養
。
分
会
の
仲
間
が
盛
岡
を
訪

れ
て
支
え
続
け
て
き
た
。
仙
台

に
戻
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
加
入
。

８
月
に
は
64
歳
の
エ
ル
ダ
ー
社

員
が
加
入
。
会
社
か
ら
社
宅
退

去
を
一
方
的
に
言
い
渡
さ
れ
、

国
労
の
仲
間
が
親
身
に
相
談
に

乗
り
加
入
に
至
っ
た
。
仲
間
を

一
人
で
悩
ま
せ
ず
、
職
場
に
根

差
し
た
運
動
を
進
め
て
い
く
。

坂
本
代
議
員

（
東
京
・
東
京
支
部
）

バ
ス
会
社
は
「
赤
字
か
ら
回

復
し
て
い
な
い
」
と
人
件
費
削

減
、
圧
縮
行
路
で
劣
悪
な
労
働

条
件
に
さ
れ
、
退
職
を
選
択
す

る
社
員
が
後
を
絶
た
な
い
。
こ

れ
以
上
退
職
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
も
労
働
条
件
改
善
の
闘
い

か
ら
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
き

た
い
。

分
会
組
合
員
の
多
く
が
エ
ル

ダ
ー
社
員
と
な
り
、
分
会
運
動

が
停
滞
し
て
い
る
。
職
場
に
は

労
働
組
合
に
無
関
心
な
社
員
も

多
く
、
何
か
問
題
が
あ
る
と
転

職
で
個
人
解
決
し
て
し
ま
う
。

労
働
組
合
が
仲
間
の
大
切
さ
を

広
め
て
い
く
よ
う
創
意
工
夫
し

て
奮
闘
す
る
必
要
が
あ
る
。

会
社
は
赤
字
経
営
を
理
由
に

賃
金
抑
制
で
各
種
手
当
の
低
額

回
答
を
行
っ
て
き
て
い
る
、
私

た
ち
は
手
当
に
頼
ら
ず
普
通
に

勤
務
す
れ
ば
生
活
で
き
る
賃
金

を
要
求
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
急
激
な
円
安
、
物
価
高

で
実
質
賃
金
が
減
少
し
て
い
る
。

要
員
不
足
に
加
え
、
増
便
で
休

日
出
勤
が
増
大
し
て
い
る
。
大

幅
賃
上
げ
と
併
せ
て
労
働
条
件

改
善
の
闘
い
が
重
要
と
な
っ
て

い
る
。

松
吉
代
議
員

（
東
京
・
東
京
支
部
）

貨
物
会
社
は
慢
性
的
な
人
員

不
足
が
続
い
て
い
る
。
職
場
は

若
返
り
も
図
ら
れ
る
一
方
で
、

後
任
者
が
配
属
さ
れ
ず
シ
ニ
ア

社
員
も
第
一
線
で
働
い
て
い
る
。

急
激
な
世
代
交
代
で
、
国
鉄
当

時
か
ら
培
っ
た
技
術
・
知
識
な

ど
が
途
絶
え
れ
ば
重
大
事
故
に

繋
が
る
と
危
惧
す
る
。
貨
物
会

社
も
離
職
者
が
多
く
い
る
。
最

近
で
は
Ｊ
Ｒ
採
用
の
管
理
者
も

多
く
退
職
し
て
い
る
。
魅
力
を

感
じ
ら
れ
な
い
会
社
な
ん
だ
と

危
機
感
を
感
じ
る
。

国
鉄
世
代
の
先
輩
た
ち
が
退

職
と
な
り
Ｊ
Ｒ
世
代
の
私
た
ち

だ
け
で
機
関
運
営
を
担
い
、
運

動
を
進
め
て
い
く
時
期
が
迫
っ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
組
合

員
イ
コ
ー
ル
役
員
と
な
り
か
ね

な
い
。
組
合
員
の
多
く
は
役
員

に
な
る
こ
と
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
る
と
言
う
人
が
大
半
で

は
な
い
か
。
将
来
を
見
据
え
た

組
織
体
制
の
構
築
が
重
要
だ
。

組
織
拡
大
が
重
要
と
い
う
認
識

は
一
致
し
て
い
る
が
、
組
織
強

化
に
も
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

今
い
る
仲
間
を
大
切
に
し
、
不

本
意
な
形
で
脱
退
と
い
う
最
悪

の
結
果
に
な
ら
ぬ
よ
う
努
力
し

て
い
く
。

大
貫
代
議
員
（
高
崎
）

再
雇
用
先
の
テ
ム
ズ
で
は
プ

ロ
パ
ー
で
夜
間
作
業
月
14
回
程

度
、
エ
ル
ダ
ー
で
９
回
程
度
。

や
り
く
り
が
厳
し
く
要
員
増
を

求
め
続
け
、
一
人
増
員
。
言
い

続
け
る
こ
と
が
大
事
。

Ｐ
会
社
で
死
亡
・
重
大
事
故

が
多
発
。
高
崎
で
も
Ｔ
Ｔ
Ｓ
の

清
掃
職
場
で
、
転
落
防
止
の
安

全
帯
を
水
道
管
に
取
り
付
け
ら

れ
て
い
て
、
国
労
が
不
安
全
を

指
摘
・
改
善
。
ま
た
、
パ
ワ
ハ

ラ
の
改
善
な
ど
組
合
の
存
在
意

義
を
示
し
て
き
た
。
組
織
拡
大

に
繋
げ
て
い
く
。

吾
妻
線
協
議
。
採
算
性
だ
け

で
切
り
捨
て
を
許
さ
ず
、
地
域
・

利
用
者
と
連
帯
し
た
運
動
を
展

開
。
中
央
で
の
闘
い
の
強
化
を
。

24
春
闘
で
は
エ
ル
ダ
ー
は
物

価
高
に
追
い
つ
か
な
い
賃
上
げ

率
。
25
春
闘
で
は
客
・
貨
一
体

と
な
っ
た
大
衆
行
動
と
ス
ト
を

構
え
て
闘
う
べ
き
。

過
半
数
代
表
選
で
は
安
全
衛

生
委
員
選
出
な
ど
取
り
組
み
の

成
果
を
あ
げ
た
。
65
歳
以
上
の

雇
用
拒
否
は
差
別
的
扱
い
。
裁

判
闘
争
中
の
仲
間
の
組
合
員
資

格
を
認
め
な
い
の
は
間
違
い
。

本
部
に
組
合
員
資
格
の
要
請
を
。



◆第二基本給を廃止すること。
◆都市手当を改めて全支社で「支社別勤務手当」を新設すること。
◆妊娠・出産に関する無給休暇を改めて有給休暇にすること。また、期末手当での期
　間率での減額をやめること。
◆出産祝い金を３０万円に引き上げること。
◆寒冷地手当を引き上げること。
◆自動車通勤手当の支給限度については、引き上げること。
◆統括センターの設置により、通勤手当、新幹線フレックス定期通勤等で、社会保険
　料等が増加することから、負担軽減措置を設けること。

  都市手当、寒冷地手当、出産祝い金の見直しや新たに「骨髄ドナー支援」の
休暇・支援金を新設することを含め、１６項目の改善を求めています。

◆独身寮の３５歳退寮制度と社宅の利用制限期間を廃止すること。
◆住宅援助金は１／２を支給すること。また、支給制限を廃止すること。
◆所有住宅援助金は月額２万円に引き上げること。

  生活の基盤である住環境に関する改善や女性設備が不足していることを指
摘し、改善・新設を含め、９項目を求めています。

◆アスベスト健康手帳取得に関しての事業主証明の発行については、旧国鉄での業務経
　験年数に関わらず、最終曝露箇所であるＪＲ東日本が速やかに発行すること。また、保
　障制度及び見舞金制度を新設すること。
◆職場に多目的休憩室の新設と新白河総合研修センター内に事業内保育所を整備すること。
◆グループ会社も含めてＬＧＢＴＱの観点からの設備整備を行うこと。また、設備の整っ
　ていない箇所への女性社員配置は行なわないこと。

ダイジェスト版
No.３０３－②

２０２４年
８月３０日

ダイジェスト版
No.３０３－①

２０２４年
８月３０日

　国労東日本本部は、８月２４日に第３8回定期大会を開催し、２０２４年度『労働条件に
関する協約』改訂に関する申し入れ」を確立し、ＪＲ東日本に対して、「『労働条件に関す
る協約』改訂に関する申し入れ」を提出しました。（詳細は業務連絡報№1782参照）

◆６０歳定年制を見直し、６５歳定年制とすること。
◆全てのグループ会社で短日数勤務が取得できるように、本社から求めること。
◆出向先の年間労働時間数、休日数等はＪＲ東日本との格差を是正すること。
◆基本月額賃金の引上げを図ること。
◆功労金について、年間単位ではなく、月単位で支給するようにすること。

　現在の再雇用制度は賃金減額、原則出向のなど労働条件が引き下げられている
ことから、６５歳定年制とエルダー出向先の労働条件改善を求めています。また、
努力義務とされた７０歳までの就業機会の確保など、８項目を求めています。

◆年間労働時間を１７００時間台に短縮すること。
◆第１種特別休日制の特別休日に８月11日（山の日）を追加すること。
◆新規採用者の年次有給休暇は、１年目から２０日付与すること。
◆結婚休暇を１０日間とすること。
◆忌引休暇については、「喪を知った日」からを改め、葬祭執行日等にあわせて
　分割して取得できるようにすること。

　労働時間の短縮、特別休日制の見直しによる休日数の増加や家族に寄り添える
「ファミリー休暇」新設を含め10項目を求めています。

アンケート実施！

 年末一時金
満額獲得へ！

 組合員以外の方の
回答も歓迎します︕

 ＪＲグループ会社・協力会社の
皆さんもご協力をお願いします。

１１︓１５
１２︓００
１２︓３０
１４︓３０

受付開始　  （日比谷公園北端・けんこう広場）
開会諸注意  （皇居・桜田門・時計台付近）
競技開始　  （２周の部・１周の部 同時スタート）
閉会式　　  （新橋駅前・ニュー新橋ビル地下会議室）

申
し
込
み
は
各
地
方
本
部
へ

当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
が
︑極
力
︑

各
地
方
本
部
経
由
で
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
︒

第２６回皇居マラソン大会
参加者募集中参加者募集中！！主催：東日本本部

東京地方本部１１ ２
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早
川
代
議
員

（
東
京
・
東
京
支
部
）

ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
で
、
元
大

井
工
場
支
部
委
員
長
の
裁
判
は

原
告
死
亡
で
ご
子
息
が
意
思
を

引
き
継
ぎ
、
３
月
に
勝
利
判
決

す
る
も
被
告
が
控
訴
。
傍
聴
体

制
の
強
化
を
求
め
る
。
退
職
者

へ
の
補
償
制
度
の
確
立
に
向
け
、

今
後
の
取
り
組
み
や
交
渉
の
あ

り
方
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

賃
上
げ
機
運
が
社
会
全
体
に

強
ま
っ
て
い
る
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本

も
ベ
ア
と
初
任
給
を
改
善
し
て

い
る
が
大
企
業
と
は
程
遠
い
。

数
年
在
籍
し
て
い
る
社
員
と
新

入
社
員
と
賃
金
差
が
少
な
く
社

員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
下
が
っ

て
い
る
。
社
員
全
体
の
賃
上
げ

が
必
要
。
定
期
昇
給
２
号
捧
カ
ッ

ト
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

25
春
闘
で
は
物
価
高
騰
に
負

け
な
い
賃
上
げ
を
勝
ち
取
る
た

め
ス
ト
ラ
イ
キ
を
視
野
に
東
日

本
本
部
の
決
意
と
行
動
提
起
を
。

東
京
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
の

食
堂
は
メ
ニ
ュ
ー
を
減
ら
し
、

朝
食
は
廃
止
、
値
上
げ
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
意
見
は
伝
え
て

い
る
が
改
善
さ
れ
な
い
。

グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
Ｊ
Ｅ

Ｓ
Ｓ
に
は
Ｊ
Ｒ
並
み
の
福
利
厚

生
は
な
く
健
康
保
険
も
違
う
。

グ
ル
ー
プ
一
体
を
言
う
の
で
あ

れ
ば
同
じ
福
利
厚
生
に
す
べ
き
。

長
野
地
本
と
東
京
地
本
青
年

部
共
催
で
平
和
学
習
会
を
行
う
。

東
日
本
全
体
の
取
り
組
み
と
な

る
よ
う
協
力
を
求
め
る
。

高
瀬
代
議
員(

盛
岡)

む
つ
市
は
「
使
用
済
み
核
燃

料
中
間
貯
蔵
施
設
」
の
安
全
協

定
と
覚
書
を
リ
サ
イ
ク
ル
燃
料

貯
蔵
株
式
会
社
と
締
結
。
六
ケ

所
村
の
再
処
理
工
場
は
26
回
目

の
工
期
延
伸
。
廃
炉
が
決
定
し

た
高
速
増
殖
炉
も
ん
じ
ゅ
は
、

そ
の
廃
炉
に
50
年
を
要
し
、
核

燃
料
サ
イ
ク
ル
は
破
綻
し
て
い

る
。
た
だ
ち
に
核
燃
料
サ
イ
ク

ル
計
画
を
中
止
さ
せ
る
闘
い
を

進
め
る
。

津
軽
線
の
鉄
道
復
旧
を
求
め

て
い
た
今
別
町
長
は
鉄
道
復
旧

を
断
念
す
る
と
表
明
。
今
後
Ｊ

Ｒ
と
自
治
体
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

設
立
し
維
持
す
る
と
な
っ
て
い

る
。
転
換
後
の
運
賃
・
運
行
体

系
に
目
を
光
ら
せ
、
地
域
住
民

の
足
を
守
る
闘
い
が
必
要
だ
。

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
労
働
条
件

が
出
向
先
の
労
働
条
件
と
さ
れ
、

私
傷
病
休
暇
な
ど
Ｊ
Ｒ
と
違
い

功
労
金
に
も
影
響
。
各
出
向
先

や
本
体
エ
ル
ダ
ー
に
お
け
る
処

遇
の
違
い
は
不
合
理
で
あ
る
。

東
日
本
管
内
の
二
地
方
本
部

化
が
提
起
さ
れ
、
東
北
が
一
つ

に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
分
会
の

統
合
を
意
思
統
一
。
機
関
維
持

に
つ
い
て
は
検
討
が
必
要
。
退

職
時
期
を
迎
え
た
組
合
員
や
役

員
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
柔
軟

な
発
想
で
人
財
活
用
を
。
組
合

員
が
い
な
く
な
る
機
関
も
想
定

さ
れ
、
そ
の
整
理
を
ど
う
行
う

か
想
定
し
な
く
て
は
い
け
な
い
。

定
期
大
会
方
針
及
び
代
議
員
発
言
を
受
け
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
申
１
号
を
申
し
入
れ
る



ＪＲ世代が負担なく

組織強化・拡大と共に

！
引き継いでいける

組織整備を

 

１
点
目
は
、

安
全
・
安
定
輸
送
確
立
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
の
確
立
に
向
け
て

 

２
点
目
は
、　　
　

「秋
季
年
末
」の
取
り
組
み
か
ら

「２
０
２
５
春
闘
」
に
向
け
て

３
点
目
は
、　　
　

平
和
と
民
主
主
義
を　
　

守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

４
点
目
は
、　　
　

組
織
「
強
化
・
拡
大
」
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
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一
昨
年
以
降
、
柔
軟
な
働
き

方
の
実
現
、
変
革
２
０
２
７
の

実
現
に
向
け
た
組
織
の
再
編
、

制
度
改
正
が
提
案
・
実
施
さ
れ
、

「
融
合
と
連
携
」
の
名
の
も
と

に
、
私
た
ち
の
働
き
方
は
大
き

く
変
え
ら
れ
て
き
て
い
る
。
こ

の
間
の
施
策
の
検
証
か
ら
は
、

施
策
に
職
場
・
社
員
が
追
い
つ

い
て
い
な
い
実
態
や
、
安
全
を

脅
か
す
状
況
も
数
多
く
報
告
さ

れ
て
い
る
。
「
安
全
」
や
サ
ー

ビ
ス
を
蔑
ろ
に
す
る
変
革
に
は

警
鐘
を
鳴
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

東
日
本
本
部
と
し
て
、
組
合

員
の
声
だ
け
で
は
な
く
、
労
働

組
合
未
加
入
者
が
多
く
存
在
す

る
中
で
、
賃
金
ア
ン
ケ
ー
ト
、

一
時
金
ア
ン
ケ
ー
ト
に
合
わ
せ

て
年
休
取
得
の
状
況
、
離
職
者

の
状
況
な
ど
組
織
の
再
編
が
引

き
起
こ
し
て
い
る
職
場
実
態
を

つ
か
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働

書
記
長

集
約

条
件
改
善
に
向
け
て
申
１
号
に

集
約
し
、
会
社
に
実
態
を
伝
え

改
善
を
求
め
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
取
り
組
み
を
再

雇
用
先
に
も
広
げ
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
エ
ル
ダ
ー
出

向
先
の
労
働
条
件
改
善
に
も
つ

な
が
る
。

安
全
問
題
で
は
、
昨
年
６
月

の
内
房
線
で
の
感
電
死
亡
事
故
、

１
月
に
は
東
北
新
幹
線
上
野
大

宮
間
に
お
け
る
架
線
垂
下
に
よ

る
大
規
模
輸
送
障
害
と
復
旧
作

業
中
の
感
電
事
故
。
４
月
に
は

東
北
新
幹
線
工
事
車
両
油
漏
れ
。

６
月
に
は
中
央
線
飯
田
橋
変
電

所
ケ
ー
ブ
ル
損
傷
で
の
輸
送
障

害
。
設
備
関
係
の
退
避
遅
延
事

象
な
ど
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

注
意
を
要
す
る
事
象
、
事
故
、

大
規
模
輸
送
障
害
が
発
生
し
、

労
働
者
の
命
が
奪
わ
れ
脅
か
さ

れ
て
い
る
。

当
該
の
地
方
と
連
携
し
、
業

務
委
託
外
注
化
に
よ
る
弊
害
や

安
全
教
育
の
在
り
方
な
ど
、
引

き
続
き
検
証
や
改
善
の
取
り
組

み
を
進
め
、
二
度
と
こ
れ
ら
の

事
故
が
起
き
な
い
よ
う
、
対
策

の
強
化
と
と
も
に
、
体
制
の
強

化
を
求
め
て
い
く
。

地
方
ロ
ー
カ
ル
線
問
題
で
は

本
部
と
と
も
に
国
土
交
通
省
要

請
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
、

交
運
労
協
の
一
員
と
し
て
地
方
、

都
県
運
輸
局
に
対
し
て
も
、
公

共
交
通
の
維
持
、
改
善
に
向
け

て
要
請
を
行
っ
て
き
て
い
る
。

ま
た
、
本
部
が
10
・
14
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
て
い
る
。
そ
れ
を
起
点
と

し
て
、
全
体
的
に
取
り
組
め
る

状
況
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

２
０
１
２
年
の
人
事
・
賃
金

制
度
以
降
、
賃
金
が
個
別
管
理

と
さ
れ
、
実
態
が
わ
か
ら
な
い

中
で
、
ま
た
、
労
働
組
合
に
加

入
し
て
い
る
社
員
が
15
％
と
い

う
中
で
、
賃
金
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
、
一
時
金
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

り
組
ん
で
き
た
。
労
働
条
件
に

つ
い
て
も
回
答
を
い
た
だ
い
て

き
た
。

労
働
組
合
の
役
割
と
必
要
性

を
訴
え
る
ツ
ー
ル
と
し
て
引
き

続
き
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

国
労
ア
ン
ケ
ー
ト
で
応
え
ら

れ
て
い
る
声
が
職
場
で
働
く
社

員
の
本
音
で
あ
り
、
組
合
員
は

も
ち
ろ
ん
、
労
働
組
合
未
加
入

者
の
声
を
つ
か
み
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

職
場
過
半
数
代
表
選
挙
立
候

補
は
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

が
、
労
安
委
員
の
選
出
な
ど
も

考
え
な
が
ら
引
き
続
き
柔
軟
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

春
闘
の
具
体
的
な
要
求
方
針

は
、
次
期
中
央
委
員
会
で
決
定

が
さ
れ
る
が
、
ま
ず
は
今
で
き

る
こ
と
を
一
人
ひ
と
り
の
組
合

員
が
考
え
、
来
春
の
取
り
組
み

に
つ
な
げ
て
い
く
。

東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故

か
ら
13
年
経
っ
て
も
な
お
、
全

体
の
復
興
と
は
程
遠
い
現
実
と

な
っ
て
い
る
。
汚
染
水
の
放
出

問
題
、
原
発
再
稼
働
、
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
地
問
題
な
ど
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
問
題
が
大
き

く
な
っ
て
い
る
。

青
年
・
女
性
の
学
習
の
場
と

し
て
も
活
用
し
て
き
た
フ
ク
シ

マ
交
流
に
つ
い
て
は
、
今
一
度

核
と
人
類
は
共
有
で
き
な
い
と

い
う
原
点
に
返
り
、
学
習
で
き

る
体
制
を
作
っ
て
い
く
よ
う
お

願
い
す
る
。

岸
田
首
相
は
総
裁
選
出
馬
を

断
念
し
た
が
、
今
現
在
、
改
憲

に
前
向
き
な
勢
力
が
衆
議
院
、

参
議
院
ど
ち
ら
も
２
／
３
を
超

え
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
自

民
党
が
ど
う
変
わ
る
の
か
が
問

わ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
自
公

政
権
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。

自
民
党
議
員
の
汚
職
問
題
が
後

を
絶
た
ず
、
裏
金
事
件
を
曖
昧

に
す
る
現
政
権
を
継
続
さ
せ
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
。

戦
争
を
す
る
国
に
し
な
い
た

め
に
、
引
き
続
き
平
和
と
民
主

主
義
を
護
る
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
。

首
都
圏
で
も
地
方
に
お
い
て

も
多
く
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
取
り
組
み

に
国
労
東
日
本
本
部
と
し
て
も

参
加
し
、
未
加
入
者
や
若
手
に

対
し
て
職
場
に
広
め
て
い
く
こ

と
が
憲
法
改
悪
反
対
に
繋
が
っ

て
い
く
も
の
と
考
え
る
。

７
月
、
そ
し
て
８
月
に
仙
台

地
本
で
の
加
入
が
報
告
さ
れ
た
。

２
人
と
も
再
雇
用
と
な
っ
た
組

合
員
が
、
職
場
が
離
れ
て
も
つ

な
が
り
を
持
ち
続
け
、
本
人
の

悩
み
や
不
安
を
聞
き
続
け
、
不

安
を
解
消
す
る
た
め
に
相
談
に

乗
り
、
交
流
し
続
け
る
中
で
国

労
加
入
と
な
っ
て
い
る
。

社
友
会
が
社
員
の
悩
み
を
聞

い
て
会
社
に
要
請
し
て

い
る
よ
う
な
対
応
を
見

せ
て
は
い
る
が
、
社
員

一
人
ひ
と
り
の
悩
み
や

不
安
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
そ

こ
が
労
働
組
合
、
国
労

と
の
違
い
で
あ
り
、
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り

の
た
め
に
実
践
す
る
こ

と
こ
そ
が
私
た
ち
の
役

目
で
あ
り
、
必
要
性
で

あ
る
。

エ
ル
ダ
ー
出
向
者
、

再
雇
用
者
が
多
く
な
る

中
で
、
取
り
組
み
は
厳

し
く
な
っ
て
い
る
こ
と

は
事
実
だ
が
、
こ
れ
ま

で
つ
な
が
り
を
持
っ
て

い
る
若
手
社
員
と
の
つ

な
が
り
を
続
け
て
い
く
こ
と
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
要
請
す

る
な
ど
あ
き
ら
め
ず
に
続
け
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一
方
で
、
組
合
員
が
各
職
場

に
点
在
す
る
中
で
、
組
合
員
を

孤
立
さ
せ
な
い
、
横
の
つ
な
が

り
を
保
て
る
機
関
整
備
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て

く
れ
て
い
る
。
国
鉄
採
用
者
が

退
職
を
迎
え
る
中
で
、
役
員
を

担
う
状
況
と
な
り
、
国
労
を
離

れ
る
と
い
う
仲
間
も
残
念
な
が

ら
出
て
い
る
。
今
一
度
加
入
し

た
Ｊ
Ｒ
世
代
の
組
合
員
の
状
況

を
確
認
し
、
横
の
つ
な
が
り
を

作
り
、
労
働
組
合
の
役
割
と
必

要
性
を
私
た
ち
自
身
も
確
認
し
、

労
働
組
合
未
加
入
者
に
訴
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
本
部
が
進
め
て
い

る
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
の
登
録
を
進
め
、

情
報
発
信
の
迅
速
化
、
共
有
化

を
進
め
て
い
く
こ
と
も
国
労
に

と
っ
て
重
要
な
取
り
組
み
。

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

議
論
を
進
め
て
き
た
が
、
今
大

会
で
承
認
を
い
た
だ
き
、
引
き

続
き
Ｐ
Ｊ
等
で
議
論
を
進
め
、

Ｊ
Ｒ
世
代
が
負
担
な
く
引
き
継

い
で
い
け
る
よ
う
組
織
整
備
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

次
年
度
も
Ｊ
Ｒ
世
代
組
合
員

全
員
が
交
流
で
き
る
場
を
作
る
。

本
部
、
各
地
方
と
調
整
し
な
が

ら
、
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
気

軽
に
集
ま
り
交
流
し
、
学
習
も

出
来
る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
。

運
動
の
再
構
築
を
図
り
、
出

来
る
こ
と
を
考
え
あ
い
、
全
て

の
取
り
組
み
を
組
織
強
化
拡
大

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
、
東

日
本
本
部
も
９
地
本
と
団
結
し

全
力
を
あ
げ
て
い
く
こ
と
と
す

る
こ
と
を
表
明
し
、
第
38
回
大

会
の
集
約
と
す
る
。


